




















0.90 石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(非大-GN40@227胴
縁)

窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ縦張(GNF40)8 1.70 3.20 1.10 5.68 0.91 0.59 3.04- Ⅱ梁間 1 / 45×90筋交い

0.90 石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(非大-GN40@227胴
縁)

窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ縦張(GNF40)24 1.70 3.20 1.10 5.68 0.91 0.59 3.04- Ⅱ(a) 15 / 45×90筋交い

0.90 石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(非大-GN40@227胴
縁)

耐力無30 0.00 3.20 1.10 3.98 0.91 0.72 2.60- Ⅱ28 / 45×90筋交い

合板張り
石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(非大-GN40@227胴
縁)

9 1.10 0.90 2.00 0.91 1.00 1.82- Ⅱ2

梁間(a)耐力 Qwa 10.50

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(非大-GN40@227胴
縁)

合板張り10 0.90 1.10 2.00 0.91 1.00 1.82- Ⅱ梁間 3

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(非大-GN40@227胴
縁)

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(非大-GN40@227胴
縁)

11 1.10 1.10 2.20 0.91 0.96 1.92- Ⅱ(中央) 4

0.90 石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(非大-GN40@227胴
縁)

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(非大-GN40@227胴
縁)

26 1.10 3.20 1.10 5.08 1.82 0.64 5.91- Ⅱ20 / 45×90筋交い

0.90 石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(非大-GN40@227胴
縁)

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(非大-GN40@227胴
縁)

34 1.10 3.20 1.10 5.08 1.82 0.64 5.91- Ⅱ26 / 45×90筋交い

梁間(中央)耐力 Qwc 15.56

窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ縦張(GNF40)
石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(非大-GN40@227胴
縁)

12 1.10 1.70 2.80 0.91 0.84 2.14- Ⅱ梁間 7

0.90 石膏ﾎﾞｰﾄﾞ9mm(非-GN40@200
川)

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(非大-GN40@227胴
縁)

27 1.10 3.20 1.10 5.08 1.82 0.64 5.91- Ⅱ(b) 21 / 45×90筋交い

0.90 石膏ﾎﾞｰﾄﾞ9mm(非-GN40@200
川)

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(非大-GN40@227胴
縁)

36 1.10 3.20 1.10 5.08 1.82 0.64 5.91- Ⅱ27 / 45×90筋交い

合板張り
石膏ﾎﾞｰﾄﾞ9mm(非-GN40@200
川)

22 1.10 0.90 2.00 0.91 1.00 1.82- Ⅱ13

0.90 窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ縦張(GNF40)合板張り23 0.90 3.20 1.70 5.48 0.91 0.61 3.04- Ⅱ14 / 45×90筋交い

0.90
耐力無

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ9mm(非-GN40@200
川)

25 1.10 3.20 0.00 3.98 0.91 0.72 2.60- Ⅱ23 / 45×90筋交い

梁間(b)耐力 Qwb 21.42

2階Y方向合計 Qw 47.48

柱1

中央

壁の
耐力

(kN)
Qwi

＜一般診断法＞

３．壁の耐力明細表（2階Y方向）

壁面1
基準
耐力 軸組

基準
耐力

壁面2
基準
耐力

位置
壁の仕様

柱2 壁基準
耐力

(kN/m)
Fw

壁の
長さ

(m)
L

接合
低減
係数

Kj

a b

土塗り壁等
基準
耐力

接
合
部
仕
様

基
礎
形
式

日付：2023年08月25日 9:08:32

建物コード：000000

○○市○○町案件

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.4.1.0　(一財)日本建築防災協会　P評価１２－改３－Ｗ

低減
係数

壁の仕様が網掛けで塗られている材種は壁材種設定により入力者が任意に追加した材種
壁の仕様が太線で囲まれている材種は補強計画で追加、変更された材種
壁の仕様にΔが付いている面、土塗壁、筋かいはそれぞれ長さ60cm未満の面、土塗壁および長さ90cm未満の筋かい（基準耐力は0となる）
壁の仕様に/が付いている軸組はシングルの筋かい、Xが付いている軸組はダブルの筋かい
壁の仕様の中の「非」は非耐力壁仕様
基準耐力に#が付いている材種は基準耐力に補正が掛かっている材種
壁基準耐力に△が付いている壁は端部に柱がないために耐力0と扱われる壁
壁基準耐力に▲が付いている壁は開口部との間に柱がない無開口部（開口部として扱われる）
壁基準耐力に■が付いている壁は開口部に挟まれた耐力評価できない無開口部（開口部として扱われる）
接合低減係数に*が付いている壁は、直上に他階が乗っていないので平屋用の接合低減係数が使用されている壁

壁の耐力(kN)  　 Qwi= Fw×L×Kj　　　　　壁基準耐力(kN/m)　Fw　= 壁面１耐力＋軸組耐力＋土塗り壁耐力＋壁面２耐力
壁の長さ(m)   　 L　：無開口壁のみ　　　 接合低減係数 　　 Kj　：基礎形式と接合部仕様、壁基準耐力により決まります
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使用壁材一覧

コード 材種
基準耐力
(kN/m)

106 45×90筋交い 3.20

312 石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(非大-GN40@227胴縁) 1.10

314 石膏ﾎﾞｰﾄﾞ9mm(非-GN40@200川) 1.10

315 合板張り 0.90

319 不明(耐力有) 0.00

420 窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ縦張(GNF40) 1.70

422 耐力無 0.00

※ 壁材種設定により入力者が任意に追加した材種は網掛けで塗られて表示。
※ 筋かい耐力壁はシングルの値を表示。ダブルの場合はシングルを2倍にした値を適用。

＜一般診断法＞

３．壁の耐力明細表(壁材種一覧) 日付：2023年08月25日 9:08:32

建物コード：000000
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①所定の金物 1.0 1.0 1.0

③1.5倍用金物

②2.0倍用金物以上

筋かい金物等

0.8

0.9

1.0

3.0未満

0.7

0.8

0.9

3.0～5.0

筋かいの要素基準耐力(kN/m)

0.6

0.7

0.8

5.0以上

筋かい接合低減係数表

④釘打ち(2-N75程度)以下

係数表

1.5

基準耐力×3/4

(1) 胴縁をN75@200以下 (2) (1)の仕様以外

大壁で胴縁下地の壁面の修正基準耐力は以下とする。

胴縁下地壁　耐力・剛性　修正

釘打ち以下
2超 4以下

2以下

基準耐力
（kN/m）

3

基準耐力×（- －  ・基準耐力＋1.25）

基準耐力×1.0

4超

1
8

修正基準耐力 (kN/m)

0.6 0.6 0.61.0 1.0Ⅳ 1.0 0.8 0.8 0.8 0.7 0.7 0.7

0.6

1.0

Ⅰ

0.6

0.8

Ⅱ

0.6

0.6

Ⅲ

7.0

0.8 0.7 0.6

0.7Ⅲ 0.6 0.45 0.35

1.0 1.0 1.0 1.0

接合部の
仕様

0.7

1.0

柱頭・柱脚接合部の種類による耐力低減係数

Ⅱ

Ⅳ

2.0

0.35

0.8

3.0

0.25

0.65

5.0

0.2

0.5

Ⅰ

1.0

1.0

Ⅰ

1.0

1.0

Ⅱ

Ⅱ

Ⅲ 1.0

1.0

Ⅲ

2.0

0.8

1.0

Ⅰ

0.8

0.9

Ⅱ

0.8

0.8

Ⅲ

3.0

0.7

1.0

Ⅰ

0.7

0.85

Ⅱ

0.7

0.7

Ⅲ

5.0

2階建ての2階、3階建ての3階

2階建ての1階、3階建ての1階及び3階建ての2階

7.0

1.0 1.0 1.0 1.0 0.9 0.8 0.9 0.8 0.7

Ⅰ

壁基準耐力（kN/m）

接合部の
仕様

基礎の仕様

壁基準耐力（kN/m）

0.3

1.0

Ⅰ

0.3

0.8

Ⅱ

0.3

0.7

Ⅲ

7.0

0.8 0.7 0.6

Ⅰ

0.7

1.0

Ⅰ

0.7

0.85

Ⅱ

Ⅱ

Ⅳ 0.7

0.7

Ⅲ

2.0

0.6

1.0

Ⅰ

0.6

0.85

Ⅱ

0.6

0.7

Ⅲ

3.0

0.5

1.0

Ⅰ

0.5

0.8

Ⅱ

0.5

0.7

Ⅲ

5.0

平屋建て（2階建ての下屋部分を含む）

1.0 0.85 0.7 0.9 0.75 0.7 0.85 0.7 0.65
接合部の
仕様

基礎の仕様

壁基準耐力（kN/m）

3階建ての2階の場合は、基礎の種類にかかわらず基礎仕様Ⅰの欄を使用する

壁基準耐力が表に掲げた数値の中間の場合、その上下の壁基準耐力の低減係数から直線補間して算出する

非常に重い建物

重い建物

軽い建物

建物の重さ

2.85

2.60

2.15

α

3.23

2.00

1.43

β

総合重心を求める際の係数表

0.450

0.425

0.400

0.60≦Re

( 3.3-Re)/6

( 2.3-Re)/4

( 3.6-2Re)/6

0.45≦Re＜0.60

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

1.00 1/( 3.33Re+0.5)

床仕様

( 3.3-Re)/( 3*( 3.33Re+0.5))

( 2.3-Re)/( 2*( 3.33Re+0.5))

( 3.6-2Re)/( 3*( 3.33Re+0.5))

偏心率

Re＜0.15 0.15≦Re＜0.30 0.30≦Re＜0.45

耐力要素の配置による低減係数(偏心率)

＜一般診断法＞

３．壁の耐力明細表（係数表） 日付：2023年08月25日 9:08:32

建物コード：000000
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「３．壁の耐力明細表（係数表）」参照

床仕様：Ⅱ火打ち＋荒板

要素名 部位別要素名 計算式 計算値

床面積
(㎡)

1階床面積

2階床面積

1階外周内部の面積（必要耐力用の面積と異なる場合あり）

2階外周内部の面積（必要耐力用の面積と異なる場合あり）

102.41

59.62

重心座標

1階重心(X座標)

1階重心(Y座標)

Σ(分割した三角形の重心X座標×面積)／1階床面積

Σ(分割した三角形の重心Y座標×面積)／1階床面積

6.25

4.71

2階重心(X座標)

2階重心(Y座標)

Σ(分割した三角形の重心X座標×面積)／2階床面積

Σ(分割した三角形の重心Y座標×面積)／2階床面積

6.37

5.23

総合重心(X座標) ※

総合重心(Y座標) ※

{β×Σ(1階三角形重心X座標×面積)＋α×Σ(2階三角形
重心X座標×面積)}／(β×1階床面積＋α×2階床面積)

{β×Σ(1階三角形重心Y座標×面積)＋α×Σ(2階三角形
重心Y座標×面積)}／(β×1階床面積＋α×2階床面積)

6.30

4.94

耐震要素

（明細－い）

耐震要素（1階X方向)

耐震要素（1階Y方向)

Σ（1階各要素X方向耐力×要素Y座標)

Σ（1階各要素Y方向耐力×要素X座標)

275.48

528.05

耐震要素（2階X方向)

耐震要素（2階Y方向)

Σ（2階各要素X方向耐力×要素Y座標)

Σ（2階各要素Y方向耐力×要素X座標)

226.83

319.80

耐力

（明細－あ）

耐力(1階X方向）

耐力（1階Y方向)

Σ（1階各要素X方向耐力)

Σ（1階各要素Y方向耐力)

44.88

80.66

耐力（2階X方向)

耐力（2階Y方向)

Σ（2階各要素X方向耐力)

Σ（2階各要素Y方向耐力)

34.85

47.48

剛心座標

1階剛心(X座標)

1階剛心(Y座標)

耐震要素（1階Y方向)／耐力(1階Y方向）

耐震要素（1階X方向)／耐力(1階X方向）

6.55

6.14

2階剛心(X座標)

2階剛心(Y座標)

耐震要素（2階Y方向)／耐力(2階Y方向）

耐震要素（2階X方向)／耐力(2階X方向）

6.74

6.51

偏心距離
(m)

1階偏心距離(X座標)

1階偏心距離(Y座標)

絶対値(1階剛心(X座標)－総合重心(X座標))

絶対値(1階剛心(Y座標)－総合重心(Y座標))

0.25

1.20

2階偏心距離(X座標)

2階偏心距離(Y座標)

絶対値(2階剛心(X座標)－2階重心(X座標))

絶対値(2階剛心(Y座標)－2階重心(Y座標))

0.37

1.28

ねじり剛性

（明細－う）

1階ねじり剛性(X方向)

1階ねじり剛性(Y方向)

Σ(1階各要素X方向耐力×（要素Y座標－1階剛心（Y座標))^2)

Σ(1階各要素Y方向耐力×（要素X座標－1階剛心（X座標))^2)

401.88

1589.47

1階ねじり剛性合計

2階ねじり剛性(X方向)

1階ねじり剛性(X座標)＋1階ねじり剛性（Y座標)

Σ(2階各要素X方向耐力×（要素Y座標－2階剛心（Y座標))^2)

1991.35

158.03

2階ねじり剛性(Y方向)

2階ねじり剛性合計

Σ(2階各要素Y方向耐力×（要素X座標－2階剛心（X座標))^2)

2階ねじり剛性(X座標)＋2階ねじり剛性（Y座標)

579.19

737.22

弾力半径

1階弾力半径(X方向)

1階弾力半径(Y方向)

平方根（1階ねじり剛性合計／Σ（1階各要素X方向耐力））

平方根（1階ねじり剛性合計／Σ（1階各要素Y方向耐力））

6.66

4.96

2階弾力半径(X方向)

2階弾力半径(Y方向)

平方根（2階ねじり剛性合計／Σ（2階各要素X方向耐力））

平方根（2階ねじり剛性合計／Σ（2階各要素Y方向耐力））

4.59

3.94

偏心率

1階偏心率（X方向)

1階偏心率（Y方向)

1階偏心距離(Y座標）／1階弾力半径（X方向）

1階偏心距離(X座標）／1階弾力半径（Y方向）

0.19

0.06

2階偏心率（X方向)

2階偏心率（Y方向)

2階偏心距離(Y座標）／2階弾力半径（X方向）

2階偏心距離(X座標）／2階弾力半径（Y方向）

0.28

0.10

※総合重心を求める際の係数表　>>　３．壁の耐力明細表（係数表）参照

配置による
低減係数

eKfl

1階配置低減係数（X方向)

1階配置低減係数（Y方向)

0.882

1.000

2階配置低減係数（X方向)

2階配置低減係数（Y方向)

0.698

1.000

＜一般診断法＞

６．偏心率計算表 日付：2023年08月25日 9:08:32

建物コード：000000
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い／あ

A B C D E
属性 耐力

Sw

Y座標 耐震要素
(耐力×座標）

Ａ＊Ｂ

剛心Y座標 ねじり剛性

B＊（Ａ－Ｄ）^2

[ 1階X方向 ]

柱1 柱2

壁 3 4 9.10 2.51 22.84 6.14 21.99

壁 5 6 9.10 3.61 32.85 6.14 31.62

壁 6 7 9.10 1.29 11.74 6.14 11.30

壁 7 - 9.10 0.00 0.00 6.14 0.00

壁 8 9 9.10 7.25 65.98 6.14 63.52

壁 - - 8.19 0.00 0.00 6.14 0.00

壁 13 14 7.28 3.10 22.57 6.14 4.02

壁 16 - 7.28 0.00 0.00 6.14 0.00

壁 18 19 7.28 2.60 18.93 6.14 3.37

壁 19 20 7.28 1.29 9.39 6.14 1.67

壁 23 24 7.28 3.61 26.28 6.14 4.69

壁 25 26 6.37 1.29 8.22 6.14 0.06

壁 30 31 5.46 3.10 16.93 6.14 1.43

壁 33 34 5.46 3.65 19.93 6.14 1.68

壁 38 39 4.55 1.66 7.55 6.14 4.19

壁 - - 4.25 0.00 0.00 6.14 0.00

壁 40 41 3.64 1.54 5.61 6.14 9.62

壁 47 48 1.82 1.54 2.80 6.14 28.74

壁 52 53 0.91 4.24 3.86 6.14 115.97

壁 59 60 0.00 2.60 0.00 6.14 98.01

44.88 275.48 401.88
あ い う

＜一般診断法＞

７．偏心率計算表(明細) 日付：2023年08月25日 9:08:32

建物コード：000000
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い／あ

A B C D E
属性 耐力

Sw

X座標 耐震要素
(耐力×座標）

Ａ＊Ｂ

剛心X座標 ねじり剛性

B＊（Ａ－Ｄ）^2

[ 1階Y方向 ]

柱1 柱2

壁 1 10 7.58 1.54 11.67 6.55 1.63

壁 2 11 9.10 1.54 14.01 6.55 10.01

壁 3 13 0.00 3.73 0.00 6.55 160.02

壁 7 16 4.25 3.32 14.11 6.55 17.56

壁 8 17 5.46 3.32 18.13 6.55 3.94

壁 10 12 7.58 1.54 11.67 6.55 1.63

壁 - 11 9.10 4.75 43.23 6.55 30.88

壁 - - 8.44 0.00 0.00 6.55 0.00

壁 21 - 9.10 5.45 49.60 6.55 35.43

壁 16 26 4.25 1.96 8.33 6.55 10.36

壁 20 27 8.19 1.96 16.05 6.55 5.27

壁 21 28 9.10 3.65 33.22 6.55 23.73

壁 24 29 12.74 2.60 33.12 6.55 99.62

壁 - 28 9.10 0.00 0.00 6.55 0.00

壁 30 40 0.00 6.98 0.00 6.55 299.45

壁 34 35 7.28 3.65 26.57 6.55 1.94

壁 36 46 9.10 3.92 35.67 6.55 25.48

壁 37 42 10.01 1.96 19.62 6.55 23.46

壁 38 43 11.83 1.96 23.19 6.55 54.64

壁 39 44 12.74 3.61 45.99 6.55 138.32

壁 40 47 0.00 7.23 0.00 6.55 310.18

壁 45 50 7.28 1.66 12.08 6.55 0.88

壁 46 51 9.10 1.96 17.84 6.55 12.74

壁 47 52 0.00 3.49 0.00 6.55 149.72

壁 51 56 9.10 1.66 15.11 6.55 10.79

壁 56 58 9.10 3.61 32.85 6.55 23.47

壁 57 60 12.74 3.61 45.99 6.55 138.32

80.66 528.05 1589.47
あ い う

＜一般診断法＞

７．偏心率計算表(明細) 日付：2023年08月25日 9:08:32

建物コード：000000
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い／あ

A B C D E
属性 耐力

Sw

Y座標 耐震要素
(耐力×座標）

Ａ＊Ｂ

剛心Y座標 ねじり剛性

B＊（Ａ－Ｄ）^2

[ 2階X方向 ]

柱1 柱2

壁 1 2 8.19 6.09 49.88 6.51 17.18

壁 2 3 8.19 6.08 49.80 6.51 17.16

壁 5 6 8.19 3.04 24.90 6.51 8.58

壁 - 11 7.28 0.00 0.00 6.51 0.00

壁 13 14 7.28 6.08 44.26 6.51 3.60

壁 15 16 6.37 1.92 12.23 6.51 0.03

壁 16 - 6.37 0.00 0.00 6.51 0.00

壁 17 18 6.37 1.92 12.23 6.51 0.03

壁 18 19 6.37 1.92 12.23 6.51 0.03

壁 20 - 6.37 0.00 0.00 6.51 0.00

壁 - 21 6.37 0.00 0.00 6.51 0.00

壁 30 31 2.73 2.60 7.10 6.51 37.14

壁 33 34 2.73 2.60 7.10 6.51 37.14

壁 34 35 2.73 2.60 7.10 6.51 37.14

34.85 226.83 158.03
あ い う

＜一般診断法＞

７．偏心率計算表(明細) 日付：2023年08月25日 9:08:32

建物コード：000000
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い／あ

A B C D E
属性 耐力

Sw

X座標 耐震要素
(耐力×座標）

Ａ＊Ｂ

剛心X座標 ねじり剛性

B＊（Ａ－Ｄ）^2

[ 2階Y方向 ]

柱1 柱2

壁 1 8 0.91 3.04 2.77 6.74 103.32

壁 2 9 2.73 1.82 4.97 6.74 29.26

壁 3 10 4.55 1.82 8.28 6.74 8.72

壁 4 11 5.92 1.92 11.37 6.74 1.29

壁 7 12 9.10 2.14 19.47 6.74 11.91

壁 13 22 10.01 1.82 18.22 6.74 19.46

壁 14 23 11.83 3.04 35.96 6.74 78.76

壁 15 24 0.91 3.04 2.77 6.74 103.32

壁 20 26 6.37 5.91 37.65 6.74 0.80

壁 21 27 9.10 5.91 53.78 6.74 32.91

壁 23 25 11.83 2.60 30.76 6.74 67.36

壁 26 34 6.37 5.91 37.65 6.74 0.80

壁 27 36 9.10 5.91 53.78 6.74 32.91

壁 28 30 0.91 2.60 2.37 6.74 88.37

47.48 319.80 579.19
あ い う

＜一般診断法＞

７．偏心率計算表(明細) 日付：2023年08月25日 9:08:32

建物コード：000000

○○市○○町案件
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部位

樋

外壁
仕上げ

屋根葺き材

材料、部材等

金属板

瓦・スレート

軒・呼び樋

縦樋

木製板・合板

窯業系サイディング

金属サイディング

モルタル

露出した躯体

※劣化の種類について
　築１０年未満の住宅で起きている劣化現象は、建築時の不具合による可能性が極めて高いと言えます。そのような不具合による劣化が関係
するのは、上記表の「／」以外の部位にあたります。
　築１０年以上の住宅では、時間の経過による自然な劣化がおきてきます。このような自然の劣化には、上のすべての項目が関係してきます。
　ただし、築１０年未満の住宅であっても、「／」以外の部位に劣化が発見された場合は、築１０年以上の住宅と同様に、すべての項目について
調査を行います。

注）低減係数が0.7以上となった場合はその数値を、0.7未満の場合は、0.7とします。

手すり壁

木製板、合板

窯業系サイディング

金属サイディング

外部との接合部

床排水

一般室

浴室

床面

内壁、窓下

タイル壁

タイル以外

一般室

廊下

床下

劣化事象

変退色、さび、さび穴、ずれ、めくれがある

割れ、欠け、ずれ、欠落がある

変退色、さび、割れ、ずれ、欠落がある

変退色、さび、割れ、ずれ、欠落がある

水浸み痕、こけ、割れ、抜け節、ずれ、腐朽がある

こけ、割れ、ずれ、欠落、シール切れがある

変退色、さび、さび穴、ずれ、めくれ、目地空き、シール切れがある

こけ、0.3mm以上の亀裂、剥落がある

水浸み痕、こけ、腐朽、蟻道、蟻害がある

水浸み痕、こけ、割れ、抜け節、ずれ、腐朽がある

こけ、割れ、ずれ、欠落、シール切れがある

変退色、さび、さび穴、ずれ、めくれ、目地空き、シール切れがある

外壁面との接合部に亀裂、隙間、緩み、シール切れ・剥離がある

壁面を伝って流れている、または排水の仕組みが無い

水浸み痕、はがれ、亀裂、カビがある

目地の亀裂、タイルの割れがある

水浸み痕、変色、亀裂、カビ、腐朽、蟻害がある

傾斜、過度の振動、床鳴りがある

傾斜、過度の振動、床鳴りがある

基礎のひび割れや床下部材に腐朽、蟻道、蟻害がある

存在点数

2

4

2

築10年
未満

0

0

0

2

2

2

0

2

築10年
以上

2

4

2

1

1

1

1

2

2

2

2

2 2

1-（劣化点数/存在点数）＝ 0.70
劣化度による低減係数　dK

バ
ル
コ
ニ
｜

内
壁

床

合計　　 24

2 2

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

劣化点数

部位
なし

劣化
あり

劣化
なし

2

2

4

2

1

1

1

1

2

2

2

2

2

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

8

＜一般診断法＞

８．劣化度による低減係数 日付：2023年08月25日 9:08:32

建物コード：000000
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添付資料2　　診断写真

部位 部位

特記事項
当日の天候：晴れ
気温6.6℃　湿度25.9％（玄関フロア部）

特記事項

部位 部位

特記事項 特記事項

部位 部位

特記事項
桟瓦（重い屋根）である事が確認できま
した。

特記事項
雨樋の割れ等は認められせんでしたが、
一部雨水の滞留が確認できました。
（円内）

部位 部位

特記事項
事前資料の平面図と異なり、窓に戸袋の
存在が認められませんでした。
（矢印）

特記事項
外壁サイディングに、目地シールの切れ
が認められました。
（円内。　同等、複数箇所あり）

西側１階
（北寄り）

北側１階

No.5

No.7

ダブルクリック

No.8

No.6

南側２階
屋根

（大屋根）

南側２階
軒先

（雨樋）

診　断　写　真

建物名称 ●●案件

令和3年2月14日診断日

所在地

No.3

外観
（南面）

No.2

外観
（東面）

No.1

ダブルクリック
外観

(西面）

ダブルクリック

No.4

外観
（北面）

ダブルクリック

ダブルクリック

ダブルクリック

ダブルクリック
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添付資料2　　診断写真

部位 部位

特記事項
鉄筋探知機により鉄筋を確認できました
ので、有筋コンクリート基礎と推定しま
した。

特記事項
鉄筋については、一定間隔を持ち配筋さ
れていると推定できました。

部位 部位

特記事項
基礎に、0.3㎜のひび割れが認められまし
た。（矢印）

特記事項
基礎に、1.2㎜のひび割れが認められまし
た。ただし、深さから表面のモルタル部
分の割れと推定しました。（矢印）

部位 部位

特記事項
バルコニー内に水分の滞留や、手すり部
分等の劣化は認められせんでした。

特記事項
外壁のサイディング仕上に対して、戸袋
内はすべて、耐力を有しない壁の仕上げ
である事が認められました。（矢印）

部位 部位

特記事項
窓の上下の内壁に、仕上から下地に達す
る、ひび割れが認められました。
（矢印）

特記事項
窓の右上部分の内壁に、天井から連続す
るひび割れが認められました。
（同等、複数箇所あり）

階段上
窓周り内

壁

２階納戸
西側内壁

南側２階
バルコ
ニー

（西寄り）

No.13 No.14

No.15

南側２階
バルコ
ニー

（戸袋内）

ダブルクリック

ダブルクリック ダブルクリック

No.11

同左基礎
（詳細）

No.9

No.16

ダブルクリック

南東角側
基礎

（南面）

No.12

北東角側
基礎

No.10

南側中央
部分基礎

ダブルクリック

ダブルクリック

ダブルクリック

ダブルクリック
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添付資料2　　診断写真

部位 部位

特記事項
事前資料の9㎜とは異なり、12㎜以上の厚
さを有する石膏ボードである事が、確認
できました。（矢印間）

特記事項
和室は塗り壁仕上の下地は、石膏ボード
厚さは9㎜と確認されました。（矢印）

部位 部位

特記事項
事前資料平面図の、筋交い（ダブル）の
表記箇所には、両筋交いが認められまし
た。　（矢印×２）

特記事項
事前資料平面図の表記箇所に、筋交いが
認められました。金物が存する箇所と存
しない箇所が確認できました。（円内）

部位 部位

特記事項
片筋交い上端に、接合金物（筋交いプ
レート）が確認できました。（矢印）

特記事項
羽子板ボルトが確認できました。ボルト
の緩みが認められました。（矢印）

部位 部位

特記事項
筋交いの厚さが、45㎜（二つ割）である
事が確認できました。
（矢印間）

特記事項
筋交いの見附は、105㎜を確認しました
た。
（矢印間）

１階台所
北東角

No.23

筋交い

No.21

１階内壁
壁下地厚

T000000

No.17

１階南西
角

（南側）

ダブルクリック

No.19

ダブルクリック

No.20

No.18

２階和室
内壁厚

同左

ダブルクリック

台所・階
段　　浴室
交差部分

ダブルクリック

No.22

洗面階間
横架材

No.24
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添付資料2　　診断写真

部位 部位

特記事項
小屋裏に、雨漏れ痕等は認められません
でした。断熱材は認められませんでし
た。

特記事項
事前資料に表記のある、片筋交いが認め
られました。接合部は、釘留め程度であ
る事が確認できました。

部位 部位

特記事項 火打ち材、金物等が確認できました。 特記事項
大引きを支える束材に、欠損が認められ
ました。（矢印）
腐朽・蟻害等は認められませんでした。

部位 部位

特記事項
片筋交いの、下端部が確認できました。
（円内）

特記事項
基礎に、0.5㎜のひび割れが認められまし
た。（円内・矢印）

部位 部位

特記事項
１階中央部、廊下と和室の境にある土台
に割れが認められました。（矢印）

特記事項
床を支える大引材と束材の間に、クサビ
のような物が存在し、接合しているとは
認められませんでした。（円内）

ダブルクリック

ダブルクリック

床下
（北和室）

No.26

小屋裏
北側

（東面）

小屋裏
（中央部）

小屋裏
（北西側）

No.28

No.25

No.27

ダブルクリック

No.32

床下
（台所）

ダブルクリック

床下
（北西角：

北面）

No.29

ダブルクリック

床下
（中央部）

No.31

ダブルクリック
床下

（東和室：
東面）

No.30
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